
１．はじめに 
 現在、流通施設において交錯した作業の流れができ

ることで運搬の往復作業がおこり、作業効率が悪くなる。

また、見通しの悪い死角によって作業者の危険が伴う問

題が生じている。このような問題を改善する一つの方法

としてレイアウトの変更が考えられる。従来のレイアウ

ト変更支援はテンプレート・立体模型・ＶＲを用いたも

のなど様々な方法で行われているが、作業者の「倉庫内

を歩く」・「棚から荷物をとる」「リフトの操作」といっ

た行動を考慮した支援は不十分である。そこで本研究で

は、身近な生活場所のレイアウト変更を例として、部屋

の模様替えを対象に、部屋内での「歩く」・「座る」・「見

る」・「開ける」の動的行動を考慮した模様替え支援シス

テムを構築する。 

２．VR 模様替え支援システム 

仮想空間内に構築した部屋を図１に示す。部屋は畳 8

畳の広さで、ベッド・椅子・ソファ・テーブル・棚・テ

レビ・ビデオ・ステレオ・パソコン・キーボードといっ

た家具がある。被験者はキー操作・マウス操作で家具の

選択・移動、部屋内の視点切り替えを行うことによって

模様替えを行う。その際、動的行動によって起こる問題

を改善するための機能として、非配置警告機能、障害物

確認機能、ウォークスルー機能を持っている。非配置警

告機能は、ドアの開閉部等、家具を配置できない場所に

家具を配置したとした際、配置できない空間を色により

表示して警告する機能である。障害物確認機能は、座っ

た際にどの家具が TVを見る場合、障害物になるか確認

するための機能である。ウォークスルー機能は、歩く際

に人の目線から部屋内を見た場合、部屋内のどの家具が

障害物になるか確認するための機能である。 

３．実行結果及びまとめ 

図２に部屋を天井から見た映像を示す。図３にドアの

開閉を行う部分にソファが配置されている映像を示す。

図３は、「ドアの開閉部分には家具を配置するべきでは

ない。」ということを使用者に警告するため、ドアの開

閉部分を桃色に変化させ表示している。つまり、この非

配置警告機能により、家具を配置するべきではないと理

解できるようにしたものである。図４に図２のソファの

位置に座った状態で部屋内を見ている映像を示す。この

障害物確認機能を使用することで座った場合の映像か

ら、どこに家具が配置されているかということを理解し

例えば TVを見る場合に家具が障害にならないソファの

配置確認を行うことが可能となる。 

以上のような VR模様替え支援システムを構築した。

そしてアンケート評価を行った結果、非配置警告機能、

障害物確認機能、ウォークスルー機能が模様替えを行う

際、家具の適切な配置の検討に有効であると判った。 

 
図１ 仮想部屋の全体図 

  

図２ 天井から見た部屋 

  

図３ 非配置警告機能 

 
図４ ソファに座った際の視点 

平成１２年度 流通情報工学課程卒業論文要旨 

VR 模様替え支援システムに関する研究 

学籍番号 97733 氏名 滝内智子     指導教官名 鶴田三郎 黒川久幸 


